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は じ め に

木積観音寺跡 は本市を縦断 して流れ る近木川右岸 の丘陵上、段丘か ら山間部 に変化 す る

地点に位置 し、周辺は恵まれた自然環境を有す る地域であ ります。寺域 と推定 してお りま

す地域は、鎌倉時代の建物 と考え られる国宝観音堂が今 も残 り、また、その西 には聖武天

皇勅願 により行基が創建 したと伝え られる水間寺が存在 し、古 くから周辺の仏教 の中心地

的な様相を呈 した地域であ ります。

今回、本遺跡 の歴史の一端を明 らかにす る機会 に恵 まれ、また、本調査報告書 として刊

行す るはこびとなりま した ことは、過去の人々の暮 らしを明 らかにすることにおいて有意

義 なことと考えます。

本書の刊行にあたりまして、皆様の文化財 に対するご理解 を深 めていただ くとともに、

文化財の保護 ・保存、研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並 びに本書作成 にあた り、関係各位 には多大 なご理解、 ご協力を頂 き、末筆

ではありますが ここに深 く感謝の意を表 します。

平 成5年9月30日

貝塚 市 教 育 委 員会

教育長 福 井 呈 彦



例 員

1.本 書は、宗教法人孝恩寺代表役員田中典彦氏の依頼 によ り、大阪府貝塚市木積地 内に

おいて実施 した、重要文化財仏像群収蔵庫建設工事に伴 う木積観音寺跡 の事前発掘調査

の概要報告である。

2,調 査は確認調査を平成4年3月9日 、10日 にて実施 し、本格的発掘調査を平成4年7

月15日 より8月31日 にかけて実施 した。

なお、内業調査は平成4年11月30日 に終了 した。

3.調 査 にあたっては、宗教法人孝恩寺及び地元関係者 より多大な ご理解 とご協力を賜 っ

た。記 して感謝 の意を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課学芸員前川浩一、三浦 基が担当 した。

現地調査及 び本書作成にかかる諸作業にっいては下記の諸氏の参加 を得て実施 した も

のである。

木戸え り子 岸本公輝 高野洋一 都川 剛 藤井記代美 森村紀代

山本一吉

5.本 書の執筆 は第1章 を前川が、その他を三浦が担当 し、編集は三浦が行 った。

6.遺 物写真撮影 は三浦が行 った。

7.出 土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会 において保管 している。
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第1章 調 査 に 至 る 経 過

宗教法人孝恩寺では重要文化財に指定 されている観音堂仏像群 を専用収蔵庫にて保管 し

ていた。 しか し、収蔵庫の老朽化が激 しく、仏像群の保管が完全でなくなる事態 が発生 し

はじめていた。そこで国、府 と仏像群保全のための方法を協議 し、国庫補助金 を受 け収蔵

庫 を新 たに建設することが内定 した。建設予定地は孝恩寺の北東側畑地 と決 まり、孝恩寺

と貝塚市教育委員会 との問において、この建設 に対する埋蔵文化財の取 り扱いについて調

整を開始 した。

建設予定地は先述の とお り孝恩寺北東側隣の畑地とな っている部分、周知の遺跡木積観

音寺跡 マーク地の東端部に位置す る。本遺跡の調査例は少 なく、寺院跡であった とい うこ

と以外 はその内容が不明な ものであったが、建設地が国宝観音堂より約40mの 地点で ある

ことか ら中世の遺構を検出することが推定 できた。 しか し、現状畑地の利用状況か らは現

代 に大 きく削平を受けている可能性が高い ことが窺えた。このような状況 であ ったたあ、

確認調査を実施 したうえで、遺構等 の存在が明 らか となった場合、本格的発掘調査を実施

することとなった。 ・

確認調査 は建設計画 に基づき2ケ 所 の調査区を設定 し、平成4年3月9日 、10日 の2日

間をかけ実施 した。その結果、北側調査区か ら中世 と思われる大形土坑 を検 出 し、 また、

遺物包含層がほぼ全面 に広が っていることが明 らかとなった。

この結果を もとに、宗教法人孝恩寺 と遺跡 の取 り扱いにっいて調整を重ねた結果、建設

工事によって遺構を破壊する部分を最小限にするよう設計を一部変更 した上で、変更不可

能な部分の約440㎡ にっいて本格的発掘調査を実施することとなった。

本格的発掘調査は平成4年7月15日 か ら8月31日 までの約2ケ 月をかけ実施 した。また、

8月28日 に現地説明会を実施 した。
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17.水 間寺遺跡18.木 積 観 音 寺 跡37.集 原 池遺跡39,森 城 跡40.森B遺 跡41.森 ノ大池遺跡

42.森A遺 跡44.千 石堀城跡45.水 間墓地46.三 ヶ山城跡47.片 山墓地48.蛇 谷城跡53.坊 城

遺跡54.三 ッ松遺跡68.三 ヶ山遺跡69.三 ヶ山西遺跡74.木 積遺跡81.三 ヶ山オニ谷遺跡

83.森 下代遺跡84、 三 ッ松北垣外遺跡85.薬 師池西遺跡92.橘 池遺跡

図1.貝 塚市 遺跡 分布 図
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第2章 ・位 置 と 環 境

木積観音寺跡は、国道170号 線 の通 る谷部に位置 し、市内南部 の木積地区の中心部分 で

ある孝恩寺付近に位置すると推定 される平安 時代の寺院跡である。

調査地は、孝恩寺の北東に位置する近接 した土地であ り、周辺部 は住宅 ・工場が密集す

る近木川の北岸に位置する。本調査地の標高 は86mを 測 り、地形 はほぼ平坦で近木川 の流

れ る方向(西 側)に 向か って傾斜 している。本調査地 は、畑地で平坦部分 の端 に位置 し河

原 との比高が約10mを 測 る。

周辺の遺跡 としては、北側には中世 の散布地で ある三ケ山遺跡、中世の城跡の三 ケ山城

跡、平安時代の集落跡と考えられ る三 ケ山オニ谷遺跡、西 に現在でも信仰の厚い平安時代

の寺院跡である水間寺遺跡、中世の散布地である三ケ山西遺跡、平安時代、中世 の散布地

である橘池遺跡、東 に縄文時代、弥生時代、近世の散布地である薬師池西遺跡、南 には中

世の城跡である蛇谷城跡、根福寺城跡、蕎原城跡が存在す る。

図2.調 査地 位 置図
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周辺遺跡 において時期的 に重なる遺跡は三ケ山オニ谷遺跡、橘池遺跡、水間寺遺跡 の3

ヵ所である。また、周辺で発掘調査が実施された遺跡は、三 ケ山西遺跡 と三 ケ山オニ谷遺

跡程度であ りまだまだ不明な点が多い地域である。本遺跡 は、1979年 に1度 調査 がされて

いるがそれ以後の調査例 もな く現在に至 っている。

本遺跡は、神亀3年(726)に 行基の創建 と伝えられる深谷山観音寺(木 積観音寺)の

推定地を遺跡 としたものでこの観音寺は明治22年 廃寺 となり、大正3年 に孝恩寺 と合併 し

ている。俗称 「釘無堂」として親 しまれている観音堂 は国宝に指定 されてお り鎌倉 時代後

期の建物である。また、仏像群 は重要文化財に指定 されており平安時代の ものである。

創建当時 は、地域の信仰の一核を担 っていたと考え られ、寺域 もかなり広 いもので あっ

たことが推定 される。伽藍の配置などの史料は残ってお らず遺跡の調査が待たれる遺跡 で

ある。
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第3章 調 査 成 果

1.調 査 の概要

調査は建設計画 に基づき、予定地内に東西約17m、 南北約27m、 面積442㎡ の調査区 を

設定 して実施 した。

調査区 において南北を基準 とした5×5mの 区画を用い、東西 に5区 画 を設 けA～E、

南北 に6区 画を設 け1～6と した。(図3)

調査では南側の攪乱を受 けた部分以外の調査区全域において遺構を検出 した。遺構面 は

第2層 上面 と地山上面の2面 である。

図3.調 査 地 地 区 割 図
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2.基 本 層 序

L=86.100m

L=86.500m

L=86.300m

耕 作 土

床 土

淡黄 色土

暗灰褐色土

(第2層)

黄 色 土

〈レキ混じり〉

(地山土)

調査区の基本層序 は、層厚10～20cmを 測 る耕作 土

の下 に層厚5cmを 測る床土(淡 茶灰色土)、 約20cm

を測 る淡黄色土、暗灰褐色土(第2層)が 堆積する。

部分的に床土を取 り除いた時点で地山が露出す る部

分 も存在 している。地山は黄色土 と礫混 じりの部分

に分 けることがで きる。礫混 じりの土 は黄色土 の下

の層であると考え られ調査区北側で検出 してお り、

中央部 は黄色土の地山である。

包含層の時期については、第2層 上面が近世 と考

え られ、第2層 は中世 と考え られる。地山面 にて検

出 した遺構出土の遺物 の時期(14～15世 紀)で ある。

調査区の現地表面 はT.P.86.6mを 測 り、地山面 は

T.P.86.2mを 測 り、北か ら南方 向にある近木川 に向

かってゆるやかに傾斜 している。(図4)

図4.基 本層序柱状図

3.検 出遺構

本調査では、第2層 と地山の上面で遺構検 出を行 った。その結果、南部で攪乱 を受 けて

いた部分 を除 いてほぼ全域において遺構を検出 した。第2層 上面(第1遺 構面)で は近世

と考え られるスキ溝を多数検 出 した。また、地山上 面(第2遺 構 面)で は、井戸、土坑、

性格不明土坑、溝、柱穴などの遺構を良好な状態で検 出 した。

以下、各遺構面にっいてその概要 を示す。

第1遺 構面(図5、 図版2・3)

検出遺構の多 くが耕作に伴 うスキ溝である。埋土は、暗灰色土(耕 作土)の もの と淡茶

灰色土 の2種 類に分けることができ、前者は現代の ものと考 えられ、後者は近世の もの と

考 えられ る。その方向はほぼ全域で南北方向の ものを検 出しているほか、南部において東

西方向のものを検出 している。このことか ら、南部に攪乱を受 けたためにできた段差 が あ

り一段低 くなっている部分があるが、耕作地の境界部分 となっているため、スキ溝の方 向

が変わっていると考え られる。遺物の出土 している遺構 は、南北方向のものだけで全体 の

ほんの一部 にすぎないが、主に耕作地と して利用 していたため出土遺物が少 ないと考 え ら
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図5.第1遺 構面 遺構配置図

囲



図6.第2遺 構面 遺構配置図
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れ る。

SD-101

本遺構 はC-2区 にて検出 したスキ溝 である。検出長0.6m、 幅約0.2m、 深 さ5cmを

測 る。方向は南北方向で、埋土は淡茶灰色土であ る。出土遺物は焼土片である。

SD-102

本遺構 はB-3区 にて検出 したスキ溝である。検出長3.6m、 最大 幅約0,25m、 深 さ約

5cmを 測 る。方向は南北方向で南側で幅が広がる。埋土は淡茶灰色土である。出土遺物 は

土師器片である。

SD-103

本遺構 はC-2区 にて検出 したスキ溝である。検出長3.5m、 幅約0.15m、 深 さ5c皿 を

測 る。方向は南北方向で南側でやや曲が る。埋土 は淡茶灰色土である。出土遺物 は土師器

片である。

SD-104

本遺構 はD-1区 にて検出 したスキ溝である。検出長1.3m、 幅0.25m、 深 さ5c皿 を測

る。方向は南北方向で、埋土 は淡茶灰色土である。出土遺物 は土師器片である。

SD-105

本遺構 はD-1・2区 にて検出 したスキ溝である。調査区外に広が るため全体の規模 は

不明であるが、検出長6.6m、 幅約0,35m、 深 さ5c皿 を測 る。方 向は南北方向 で、埋土 は

淡茶灰色土 である。出土遺物は土師器片、瓦器片 である。

SD=106

本遺構 はD-3。4区 にて検出 したスキ溝である。検出長4.51n、 幅約0.2m、 深 さ約

5cmを 測 る。方向は南北方向で、埋土は淡茶灰色土である。出土遺物は土師器片である。

第2遺 構面(図6、 図版1、3～10)

遺構 は、井戸1、 土坑2、 性格不明遺構12、 溝3、 柱穴5を 検出してい る。南側の攪乱

を受 けている部分以外で遺構 を検出 しているが、調査区西側が一段低 くな ってお りその部

分は井戸以外浅 い遺構 しか存在 していないほか、遺物 は井戸の周辺か ら集中 して出土 して

いる。特に井戸 は上部 が破壊 されているものの良好な状態で検出 してお り大 きな成果を上

げることができた。

調査区中央部 においては、比較的良好な状況で遺構を検出 している。特 に、溝か らは土

器、瓦等 が多 く出土 してお り興味深い。
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図7.SE-201

SE-201

本遺構 はE-4区 にて検出 した井戸である。内径1～1.2m、 掘方径1.8～1.9m、 深 さ

約4mを 測 る。石組みの井戸で最大60cm程 度の丸石を巧に組み上げている。遺構検 出面 よ

り約1.2mの ところまで井戸の側石 と土で埋めている。遺物は、井戸埋め戻 し土及 び埋土

か ら遺物が出土 しており、瓦器椀、土師器小皿、瓦質羽釜、瓦質 す り鉢、土師質す り鉢、

青磁、平瓦、丸瓦片のほか漆塗 り椀、曲げ ものなどの一部分 と考 え られる木製品の破片、

竹、木片、桃 などの種等が出土 している。埋め戻 し土は暗黄色土で、埋土 は暗灰色土及 び

暗灰色砂である。遺構 の時期は出土遺物か ら14～15世 紀の もの と考えられ る。
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図8.SK-202

SK-201(図 版9)

本 遺 構 はB-2区 に て検 出 した土坑 で あ る。隅 丸 の方 形 を呈 し検 出長2.1m、 深 さ15cm

を測 る。埋 土 は暗灰 褐色 土 で、遺 物 は土 師器、須 恵器、瓦 器片 が 出土 して い る。

SK-202(図8、 図版6)

本 遺 構 はC-3区 に て検 出 した土坑 で あ る。不整 形 を呈 し、長 軸0.5m、 深 さ2～5c皿
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を測る。遺構中央部より土師器小皿片2点 、瓦器椀1点 が重 なり合 った状態 で出土 してお

りその状況か ら何 らかの祭祀を行 ったことが考え られる。遺構周辺で建物跡が発見 されて

いないが地鎮の可能性 も考えられる。埋土 は暗灰褐色土で、遺構の時期は出土遺物か ら14

世紀 ごろの ものと考え られる。

SD-201(図9)

本遺構 はB～D-3・4区 にて検 出した溝である。調査区外 に広が るため全体の規模 は

不明であ るが、検出長13m、 最大幅2.9m、 深 さ5～10mを 測 る。埋土 は暗灰色土及 び暗

灰色砂で、遺物は土師器、須恵器、瓦器、瓦片が出土 している。

SD-202(図10、 図版7)

本遺構 はC・D-3～5区 にて検 出した溝である。検出長10m、 最大幅0.8m、 深 さ30

cmを測 る。埋土 は暗灰色土であり、遺物 は瓦器、土師器、瓦、陶器片、砥石等が 出土 して

いる。

SD-203(図 版8)

本遺構 はB-1区 にて検出 した溝である。調査区外に広がるため全体 の規模は不明であ

るが、検 出長4.5m、 最大幅0.6m、 深 さ10cmを 測 る。埋土 は暗灰色土 で、遺物 は土師器、

瓦器、軒丸瓦、丸瓦片が出土 している。

SX-201

本遺構 はB-1区 にて検出した性格不明遺構である。調査区外 に広がるため全体 の規模

は不明であるが、検出長0.6m、 深 さ10cmを 測る。埋土 は暗灰褐色土で、遺物 は土師器、

瓦器片が出土 している。

SX-202

本遺構 はB・C-1・2区 にて検 出 した性格不明遺構である。調査 区外 に広が るた め、

また試掘坑 に切 られているたあ全体 の規模 は不明であるが、検出長6.2m、 幅2.5m、 深

さ5cmを 測る。埋土 は暗灰褐色土で、遺物 は土師器、瓦器片が出土 している。

SX-203

本遺構 はB-4・5区 にて検出 した性格不明遺構である。攪乱 に切 られているたあ全体

の規模 は不明であるが、検出長4.3m、 幅2.4m、 深 さ5cmを 測 る。埋土は暗黄褐色土 で、

遺物 は瓦器片が出土 している。

SX-204

本遺構 はC-5区 にて検出 した性格不明遺構である。攪乱に切 られているため全体の規
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図9.SD-201
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図10.SD-202
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模 は不 明 であ るが、検 出長1:、 幅0.9m、 深 さ3cmを 測 る。 埋土 は暗黄 褐 色 土 で 、 遺

物 は土 師器、瓦 器片 が 出土 して いる。

SX-205

本 遺 構 はC-4区 に て検 出 した性 格不 明遺 構 で あ る。検 出長1.3m、 幅0.5m、 深 さ約

一5c皿 を測 る。埋土 は暗灰褐 色土 で、遺物 は土 師器 、瓦器 片 が出土 して い る。

SX-207

本 遺 構 はC・D-4区 に て検 出 した性 格不 明遺 構 で ある。直径0.6m、 深 さ約5c皿 を 測

る。埋土 は暗灰褐 色土 で、遺 物 は土 師器 、瓦器 片 が出土 して いる。

SX-208

本 遺 構 はC・D-2区 に て検 出 した性 格不 明遺構 で ある。検 出長1m、 幅0.6m、 深 さ

15c皿を 測 る。埋 土 は暗灰 褐色 土 で、遺 物 は土 師器、瓦 器片 が 出土 してい る。

SX-209

本 遺 構 はD・E-4区 に て検 出 した性 格不 明遺構 であ る。SE-201に 切 られ る た め

全 体 の規模 は不 明 であ るが検 出長1.4m、 最 大 幅0.9m、 深 さ5c皿 を 測 る。埋 土 は暗 灰 褐

色 土 で、遺物 は土 師器、 瓦器片 が 出土 して い る。

SX-210(図 版10)

本 遺 構 はC-4区 にて 検 出 した性 格不 明遺構 であ る。検 出長2.6m、 幅2.3m、 深 さ20c皿

を 測 る。埋土 は暗 灰褐色 土 で、遺物 は土 師器、 瓦器、 瓦片 が 出土 して い る。

SX-211

本 遺 構 はD-4区 に て検 出 した性 格不 明遺構 であ る。 調査 区外 に広 が るた め、 ま た他 の

遺 構 に切 られ るた あ全 体 の規模 は不 明で あ るが、検 出長0.5m、 深 さ5cmを 測 る。 埋 土 は

暗灰褐 色土 で、遺 物 は土 師器 、瓦器 片が 出土 してい る。

SX-212

本 遺 構 はD-5区 に て検 出 した性 格不 明遺構 であ る。検 出長1,2m、 幅1m、 深 さ12cm

を 測 る。 埋土 は暗 灰褐色 土 で、遺物 は土 師器、 瓦器 片が 出土 して い る。

SX-213(図 版9)

本 遺 構 はB-3区 にて 検 出 した性 格 不 明遺 構 で あ る。検 出長2.6m、 幅2.6m、 深 さ 約

12cmを 測 る。埋 土 は暗灰褐 色土 で、遺 物 は土 師 器、磁 器片 が 出土 して い る。

Pit-201

本 遺 構 はC-4区 にて 検 出 した柱 穴で ある。他 の遺 構 に切 られ る た め、検 出長0.5m、

-19一



幅0.2m、 深 さ5cmを 測 る。埋 土 は淡灰色 で、遺 物 は焼土 片が 出土 して い る。

Pit-202

本 遺 構 はD-5区 に て検 出 した柱穴 で あ る。直 径0.6m、 深 さ約5c皿 を 測 る。 埋 土 は暗

灰褐 色土 で、遺 物 は焼土 片が 出土 して い る。

Pit-203

本 遺 構 はC-3区 に て検 出 した性格 不 明遺構 で あ る。 直 径0.3m、 深 さ約5cmを 測 る。

埋 土 は暗灰褐 色土 で、遺 物 は土師 器片 が 出土 して い る。

Pit-204(図 版10)

本 遺 構 はC-2区 にて検 出 した性 格不 明遺 構で あ る。 直 径0.55m、 深 さ約20cmを 測 る。

埋 土 は暗灰 褐色 土 で、遺 物 は土 師器、瓦 器片 が 出土 して いる。

Pit-205

本 遺 構 はC-3区 に て検 出 した性 格不 明遺 構 であ る。 直径0.4m、 深 さ約5cmを 測 る。

埋 土 は暗 灰褐 色土 で、遺物 は土 師器、瓦 器片 が 出土 して い る。

4.出 土遺 物

本 調査 で は主 に中世 の土 器が 出土 して い る。第1遺 構 面、包 含層 か ら出土 した遺 物 は小

片 の ため実 測 に耐 え るものが少 なか った。 しか し、 第2遺 構面 にお いて検 出 した遺 構 内 か

ら良 好 な状 況で 多 くの遺物 が 出土 して いる。遺物 は主 に瓦器 、瓦、土 師器 が 出土 して いる。

特 に、SE-201か ら は羽 釜 やす り鉢 の ほか に、漆椀 、木 製 品、桃 の種 な ど も出土 して

おり興 味深 いといえ る。

以 下、 出土 遺物 にっ いて概 要 を示 す。

SE-201(図11～13、 図 版11～13)

1～6は 瓦質 羽釜 で あ る。1～4は 口縁部 が やや 内彎 しっっ短 く立 ち上 が りを見 せ る の

に対 して5・6は ま っす ぐ長 く立 ち上が る。

1は 復 元 口径19.2cmを 測 る。調整 は内面 にハ ケ メ、外面 鍔部下 にケ ズ リを施 し、 口縁 部

はナデで仕 上 げ る。2は 復元 口径28.2cmを 測 る。調 整 は内面 にハ ケ メ、 外 面 鍔 部 下 に ケ ズ

リを 施 し、口縁部 はナデ で仕 上 げ る。3は 復 元 口径22cmを 測 る。調整 は内面 にハ ケ メ、 外

面 鍔 部下 に ケズ リを施 し、 口縁部 はナ デで仕上 げる。4は 復元 口径25.6c皿 を 測 る。 調 整 は

内面 にハ ケ メ、外 面鍔 部下 にケ ズ リを施 し、 ロ縁 部 はナ デで仕上 げ る。

5は 復 元 口径25cmを 測 る。調整 は内面 にハ ケメ、外面 鍔部 下 にケ ズ リを施 し、 口縁部 は

一20一



図11.SE-201出 土 土 器
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図12.SE-201出 土 遺 物

ナ デで仕上 げ る。

6は 復元 口径28.6c皿 を測 る。調 整 は内面 にハ ケ メ、外 面鍔 部下 にケ ズ リを 施 し、 口縁 部

は ナデで仕 上 げ る。

7・9は 軒丸 瓦 で ある。

7は 瓦 当部 のみ の破片 で あ る。 巴文 のまわ りに珠文 を有 す る。9は 瓦 当部 か ら丸 瓦部 に

か けての破 片 で ある。 巴文 の まわ りに珠文 を有 す る。珠文 は7よ り少 な いよ うであ る。 丸
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図13.SE・-201出 土 遺物

瓦部 は内面 にケ ズ リ、外面 に工 具痕 を有 す る。

8は 軒平 瓦 で あ る。瓦 当部 か ら顎 部 にか けての破 片 で唐草文 を有 す る。

10・11は 平 瓦 で あ る。

10は 厚 さ1.8c皿 を 測 る。凹 凸面 と もに工具 痕 が残 る。11はSD-202出 土 片 と接合 で

きほぼ完形 とな った。長 さ31c皿 、 幅23㎝ 、厚 さ2.2cmを 測 る。凹 凸面 ともに工 具痕 が残 る。

SK-202

12は 復 元 口径7.6cmを 測 る土師 器小皿 で あ る。 口縁 部 はナデで仕 上 げ る。

13は 復 元 口径9.8cmを 測 る瓦器椀 で あ る。高台 の な い もので外面 に指 オサ エ を施 し、 口

縁部 はナデで仕上げる。

SD-202

14は 口径7.4cm、 器高1.2cmを 測る土師器小皿で

ある。完形で内外面 をナデで仕上 げる。

15は ロ径不明の陶器壺体部片である。内面 は体 部

製作時の粘土接合痕がみ られ、外面 には凹線を有 し

釉薬 を施す。 図14.SK-202出 土 土 器
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図15.SD-202出 土 遺 物

16・17は 瓦 質 こね鉢 で あ る。

16は 復 元 口径11.4cmを 測 る。 内面 にハ ケ メ、外面 口縁 部下 にケ ズ リを施 す。17は 復 元 口

径22.8cmを 測 る。 口縁部 の断面 は三 角形 を呈 し、 内面 にハ ケメ、外面 口縁 部 下 に ケ ズ リを

施す 。

18は 復元 口径26.6cmを 測 る瓦質 甕 口縁 部片 で あ る。 口縁 部 は玉 縁 を呈 しナデ で仕 上 げ 、

外面 に タタキを施 す。
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図16.SD-202出 土 遺 物

19は 復 元 口径30.6c皿 を 測 る土 師質 口縁部 片 であ る。 口縁部 は玉 縁 を呈 しナ デ で仕 上 げ、

外面 に タタキを施 す。

20は 平瓦 片 で厚 さ2.2cmを 測 る。凹 凸面 とと もに工 具痕 が残 る。

21は 軒丸 瓦片 で あ る。瓦 当部 が欠失 してお り、 内外 面 に工具痕 が残 る。

22は 長 さ10.9cm、 幅4.8c皿 、 厚 さ1.6c皿 を測 る砥 石 で あ る。両面 と もに使 用痕 を有 す る。

SD-203(図17・18、 図 版12・13)

23は 復 元 口径23.2c皿 を測 る瓦質羽 釜 であ る。 調整 は内面 にハ ケ メ、外 面 鍔 部 下 に ケ ズ リ

を施 し、 口縁部 はナ デで仕上 げ る。

24は 復 元 口径31.2cmを 測 る土 師質 す り鉢 口縁 部 片 で あ る。内面 にハ ケ メ、 外 面 口縁 部 下

に ケズ リを施 す。

25は 復 元底 部径10.5cmを 測 る瓦質 す り鉢 底部 片 で あ る。 内面 に オロ シメ、 外 面 に ケ ズ リ

を施 す。

26は 瓦 当部 か ら丸 瓦部 にか けての破 片 であ る。 巴文 の まわ りに珠文 を有 す る。 丸 瓦部 は

凹 凸面 と もに工具 痕 が残 る。
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図17.SD-203出 土 土器

27は 丸 瓦 片で あ る。 凹 凸面 と もに工 具痕 が残 る。

28は 厚 さ2cmを 測 る平 瓦片 で あ る。凹 凸面 と もに工 具痕 が残 る。

SX-202(図19、 図 版12)

29は 復 元 口径6.8cmを 測 る土 師器小 皿片 で あ る。内外 面 を ナデで仕上 げる。

30は 復 元 口径13,2c皿 を 測 る瓦器 椀 口縁部片 で あ る。 内面 に ミガキ を施 し、 外 面 に指 オ サ

エを施 す。

31・35は 土 師質甕 で あ る

31は 口径不 明 で 口縁部 は玉 縁 状 を呈 し、外 面 に タ タキ を施 す。35は 復 元 口径30.8cmを 測

る。 口縁 部 は玉縁状 を呈 し、 外面 に タタキを施す。

32は 復 元 口径28cmを 測 る瓦 質 こね鉢 口縁部 片 であ る。 外面 口縁部 下 に ケズ リを施 す。

33・34は 瓦 質 羽釜 で あ る。

33は 復 元 口径23.4c皿 を 測 る。鍔部 が欠失 して い るが、 内面 にハ ケ メ、 外 面 鍔 部 下 に ケ ズ

リを施 し、 口縁部 はナデ で仕 上 げる。34は 復元 口径22.2c皿 を 測 る。鍔部 が欠 失 して い るが、

内面 にハ ケ メ、外面 鍔部 下 にケ ズ リを施 し、 口縁 部 は ナデで仕 上 げ る。

36・37は 平 瓦 片 で ある。

36は 厚 さ2.4cmを 測 る。凹 凸面 ともに工 具痕 が残 る。37は 厚 さ1.8cmを 測 る。 凹 凸面 と

もに工 具痕 が残 る。
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図18.SD-203出 土 遺物

SD-201(図20、 図 版12)

40は 復 元 口径28.2c皿 を 測 る土師質 こね鉢 口縁 部 片 で あ る。調整 は内面 にハ ケ メ、 外面 口

縁 部下 にケ ズ リを施 し、 口縁部 はナデで仕上 げ る。

SX-209(図20)

41は 復 元 口径22c皿 を 測 る瓦質 羽釜 で あ る。 調整 は内面 にハ ケ メ、外面 鍔部 下 にケ ズ リを

施 し、 口縁部 はナデで仕 上 げ る。
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図19.SX-202出 土 遺 物
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図20.SD-201(40)、SX-209(41)、SX-210(38)、 包 含 層第2層(39、42)出 土 土器

SX-210(図20)

38は 口 径不 明の磁 器 口縁部 片 で ある。

包 含層 第2層(図21、22)

39は 復 元 口径 約20c皿 を 測 る陶器 口縁 部片 で あ る。 内外 面 に釉 薬 を施 す。

42は 復 元鍔部 径28.4cmを 測 る土 師質羽釜 鍔部 片 で あ る。 口縁 部 、 体 部 が 欠失 して い る。

内面 にハ ケ メを施 し、 鍔部 はナデ で仕 上 げ る。

43・45～47は 平 瓦片 で あ る。

43は 厚 さ2.2c皿 を 測 る。 凹 凸面 と もに工 具痕 が残 る。45は 厚 さ1.8cmを 測 る。 凹 凸面 と

もに工 具痕 が残 る。46は 厚 さ2.4cmを 測 る。凹 凸面 とも に工具 痕 が残 る。47は 厚 さ1.8c皿

を 測 る。凹 凸面 と もに工具 痕 が残 る。

44は 丸 瓦片 で あ る。 内外面 と もに工具 痕 が残 る。
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図21.包 含 層 第2層 出 土遺物
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図22.包 含 層第2層 出土 遺物
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青磁(図23、 図 版13)

48～50は 青 磁 で あ る本遺 跡 出土 の ものは この3点

のみで あ る。

48は 復元 口径13.6c皿 を 測 る口縁 部 片 で あ る。 包 含

層 第2層 か ら出土 してお り外面 に雷文 を施 す。

49は 復 元 高台径6cmを 測 る底部 片 で ある。 高 台 は

ま っす ぐ伸 び端 部 は丸 い。SD-203か ら 出土 し

て い る。

50は 復 元 高台径6.4c皿 を 測 る底部 片 で あ る。 高 台

はま っす ぐ伸 び端部 は丸 い。SE-201か ら 出土

して いる。

図23.青 磁

SE-201出 土 木 製品(図24～28)

51は 底 板 と思 わ れ る。現 存長10c皿 、 厚 さ0.6c皿 を 測 る。両面 に加 工 痕 が認 め られ、 断 面

部 に接 合 のた めの木 クギ穴 が2ヵ 所認 め られ る。

図24.SE-201出 土 木製 品

一32一



図25.SE-201出 土 木 製 品

52は 底 板 と思 わ れ る。現存 長17cm、 厚 さ0.8c皿 を 測 る。両面 に加 工痕 が認 め られ る。

53は 高台径 不 明 の漆 塗 り椀 であ る。破 片 の ため詳 しい形 状 につ いて は不 明 で あるが 内 面

に朱漆 が認 め られ る。

54は 高台径8cmを 測 る漆 塗 り椀 であ る。破 片 の ため詳 しい形 状 につ いて は不 明 で あ るが

内外面 に漆 が 認 め られ る。

55～59・61は 側 板 と思 わ れ る。

55は 現存長11.5c皿 、 幅3.7c皿 、 厚 さ0.7cmを 測 る。 両面 に加 工痕 が認 め られ る。56は 現 存

長11.9cm、 幅4.2cm、 厚 さ0.9cmを 測 る。 両面 に加 工痕 が認 め られ る。57は 長 さ13.5c皿 、 幅

4.5c皿、 厚 さ0.7c皿 を測 る。両面 に加 工痕 が 認 め られ る。58は 長 さ12.3cm、 幅11.1c皿 、 厚 さ

0.7cmを 測 る。両 面 に加工 痕 が認 め られ る。59は 長 さ13。6cm、 幅9.9c皿 、 厚 さ0.7c皿 を 測 る。

両面 に加 工痕 が認 め られ る。61は 現存 長13.8cm、 幅14cm、 厚 さ0.7c皿 を 測 る。 両 面 に加 工

痕 が認 め られ る。

60は 底板 と思 わ れ る。 現存長14c皿 、 幅10.3cm、 厚 さ0.7cmを 測 る。 平 面 図 に木 クギ穴 を

有 し、両面 に加 工 痕が認 め られ る。
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図26.SE-201出 土 木製 品
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図27.SE-201出 土 木 製 品
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.図28.SE-201出 土 木製 品
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第4章 ま と め

今回の調査では、今 まで解明 されていなか った木積観音寺跡 と関係の深い遺構 を検出 し

たことは大 きな成果であると言 える。

以下、その成果 にっいてまとめる。

遺構 の時期 は第1遺 構面が近世、第2遺 構面が中世 と考え られる。

中世 の遺構 は残 りが良好であり西側に段を有 しており段下の部分ではSE-201周 辺

をのぞいて遺構 はあまり多いとは言えない。面積が限 られているということで段下部分 は

包含層 が5cm以 下 と薄 く整地のための削平を行 っている可能性が高 いと考えられる。 それ

に対 して段上では包含層が5～20cmと 良好で調査区北部が削平を受けているものの残 りが

良好である。

溝 は3条 検出 している。SD-202は やや西側 に方向がずれるものの南北方向に走 る

溝 で南側の近木川方向に流れる。また、SD-201はSD-202に ほぼ直交する溝 で

東西方 向に走 る溝のSD-202に 切 られ る。この2条 の溝 は地形による制約を受けて い

るものではな く区画に関係 した溝の可能性が高いと言え る。また、SD-201は 幅広 く

浅 い形状か ら雨落ち7の 可能性 も考えられ、建物に関係 した溝である可能性が高 いと言 え

る。

調査地 は南側に近木川、東側 に小川 が流れてお り両方向が切 りたった崖になってお り寺

域 の端部分 と考え られる場所である。

この2条 の溝に対 してSD-203は 西南一東北方向に走 る溝であり方向が異な ってお

り地形に制約 を受 けていたと考え られ、流れの方向 も異なっている。

これ ら3条 の溝 は出土遺物 や切 り合 い関係か らSD-201が 古いとみられ るが時期 的

には14～15世 紀の ものと考えることができあまり時期差を もたないものと考え られる。

調査区南側 に位置する遺構 の中にはPit-201やPit-202の ように焼土を含

む ものが見 られるが、少量の分布のため詳 しい状況を推測で きない。 しか し、火災 によ っ

て焼失 したということも言われており注意す る必要がある。

SE-201

本井戸は、遺構検出面 より約1,2mの ところまで井戸の側石 と土で埋めている。埋 め る

ために投げ入 れた石 は1m以 上の厚 さで堆積 してお りその状況か ら地面上に も側石を積 み
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上 げていたことがわかる。 また、埋 あ戻 し土 出土 の瓦 とSD-202の 瓦 に接合関係 が認

め られ、SD-202を 削平 した土を埋め戻 しに使用 した可能性 も考え られる。井戸埋土

か らの出土遺物 は瓦質羽釜が多 くその時期は14～15世 紀のもので、また曲げもの底や箱状

の容器 と考え られる側板部分などの木製品の外に漆椀、桃の種や木の皮、竹 の根 といった

もの も出土 してお り、当時の周辺状況を知 るうえで興味深い。

また、側石及 び埋 め戻 しの石の長 さ、幅、厚 さにっいて113点 にっいて計測、平均をとっ

た結果長 さ約37c皿、幅約23cm、 厚さ13c皿の丸石で南側の近木川の ものを使用 した と考 え ら

れ る。

第2遺 構面 において遺構か ら出土 した遺物の時期 は、14～15世 紀であり一時期に使 用 さ

れた場所であったことがわかる。平安時代 に創建 と伝え られる木積観音寺跡であるが、現

在のこる仏像群(平 安時代)、 釘無堂(鎌 倉時代)の ほかに石造物 もあ り、特 に孝恩寺境

内の五輪塔 は貞和4年(1348年)の 銘を もっ もので時期的に本調査地の遺構の時期と重なっ

て くる。

本調査地 の結果か ら考えると14世紀 ごろから木積観音寺はその寺域を拡大 し、今 まで寺

域でなか った場所にっいて も開発を加えていたと考えられ、充実 した時期にあったと考 え

ることがで きるのではないだろうか。

本調査地では柱穴を確認 しているが建物跡を検出 していない。 しか し、建物があった可

能性 は高 いと言える。また、出土瓦の量が比較的少な く建物が瓦葺 きの ものでなか った可

能性 も考え られる。

今回の調査では一部ではあるが木積観音寺の関係 と考え られる遺構を検出することがで

きた。木積観音寺跡の調査 はは じまったばか りでありこれか らの周辺部の開発にっいて は

特に注意 して対処 して行 くことが必要であるとともに今後 の調査成果に大 き く期待す る。
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